
インタビュースキル研修インタビュースキル研修
内部統制 監査充実のためのコミ ニケ シ ン内部統制 監査充実のためのコミ ニケ シ ン～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

【【企画企画】】

人と組織の価値創造のために

代表 人材総合コンサルタント・研修トレーナー

眞下 仁（Hit hi M hi ）

MAximize・NAvigate・GEnerateを徹底サポート

眞下 仁（Hitoshi Mashimo）
mashimo@hm-consul.co.jp

www.hm-consul.co.jp



インタビュースキル研修～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

ご提案の趣旨・目的等

主要趣旨及びテーマ

内部統制の運用強化 ※本ご提案に示す内部統制内部統制の運用強化
「ハード面」と「ソフト面」、両面の充実への取り組み

※本ご提案に示す内部統制
とは、旧来の財務上の監査
のみでなく、左記の目的に
通じる企業全般の活動を意
味しております＜内部統制の目的＞ 味しております。

・業務の有効性・効率性 ・財務報告の信頼性
・法令順守 ・資産の保全

＜内部統制の目的＞

- 内部統制の目的に向

統制環境

＜要素と目的へのアプローチ＞

ハード⾯ ソフト⾯ 【
本
研

内部統制の目的に向
かうために要する
「ハード面」と「ソ
フト面」の充実のう
ち、「ソフト面」に

リスクの評価
統制活動
情報と伝達

ルールや
業務プロセス
の整備

監査活動を
基軸とした
定着や改善、
意識⾯等

研
修
の
主
要

ち、 ソフト面」に
焦点を置き、提案を
申し上げます。

情報と伝達
監視活動
IT

意識⾯等
の改⾰

要
テ
ー
マ
】
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※内部統制の概念は、トレッドウェイ委員会支援組織委員会（COSO：コーソー：The Committee of Sponsoring Organizations of the Treadway Commission）の
見解を主に参考にいたしております。



インタビュースキル研修～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

ご提案の趣旨・目的等

 ソフト面充実への要素

自己評価 監査 指示 助言 監査フ ロ における

- 自己評価等のフロー
を活用し、インタ

自己評価、監査、指示・助言、監査フォロー・・・における
双方向コミュニケーションで現場の自律した内部統制活動を促進

を活用し、インタ
ビューでは、監査人
の双方向のコミュニ
ケーションスキルに
より「ソフト面」の

⾃⼰評価 監査 監査フォロー⾃⼰評価

より ソフト面」の
充実を図ります。

助⾔・指⽰ 助⾔・指⽰

現状の適正把握のための
現場とのコミュニケーション

改善状況の把握・共有の
現場とのコミュニケーション

現場の⾃律した
改善へのＰＤＣＡ

（改善の具体策） （改善の具体策）

改善を促進する
現場とのコミュニケーション

更なる改善取り組みへの
現場とのコミュニケーション

- また、その成果は、
現場の自律した内部
統制・改善へのＰＤ
ＣＡへ還元すること

フィードバックによる意識⾼揚
「現場の気づき」と「協働による改善策」を導く

双⽅向のコミ ケ シ ン

をねらいます。
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双⽅向のコミュニケーション
【研修の主要素】



インタビュースキル研修～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

ご提案の趣旨・目的等

研修の目的

内部統制で監査⼈が果たすべき役割を再認識する内部統制で監査⼈が果たすべき役割を再認識する。
現場とのインタビューを通じて現状の適確な把握・共有ができる
ようになる。ようになる。
現場が内部統制を⾃律して促進することに通じる「双⽅向のコ
ミュニケーションスキル」を⾝に付ける。
有効なインタビューの準備・実⾏の⽅法を理解する。
「気づき」や「協働した策」の構築によって現場のコミットを導くコミュニケー
シ ンを実践 きるようになるションを実践できるようになる。
質問の選択やペースのコントロール、混乱時の対応等の具体的なノウハ
ウを理解し、実践できるようになる。
ビデオ撮影で⾃らを客観視し、今後の改善への道筋を作る。
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インタビュースキル研修～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

カリキュラムご提案（現在案）【1日版】 ※⽇数、時間、カリキュラムの内容は、
御社とのお打ち合わせにより最終決定いたします。

時間 トピック

はじめに オリエンテーション

時間 トピック

【インタビューによる内部統制の促進方法】
内部統制状況を把握する質問（つづき）

御社とのお打ち合わせにより最終決定いたします。

オープニング・ディスカッション
・「監査におけるインタビュアーの

役割と留意すべき事柄」
・「インタビューアイテムの抽出」

内部統制状況を把握する質問（つづき）
・監査結果を知らせる、ギャップの原因を

探る
監査結果（未達成事項）の原因・対策を
「協働して」考える方法（御社ご意向によりテーマにいたします）

【内部統制インタビューのポイント】
インタビュアーの役割と求める効果
インタビューの位置付けと目的の明確化

「協働して」考える方法
・原因と対策の拡散・収束の

コミュニケーション
・意図からの乖離、混乱時の対応方法

リフリ ズとコミットメントの確認

Ａ
Ｍ

インタビューの基本的な構成
インタビューの場の設定方法
インタビューアジェンダの作成方法

【インタビュ の基本スキル】

Ｐ
Ｍ

・リフリーズとコミットメントの確認

【演習・ロールプレイ】
〔演習〕アジェンダ作成演習
〔ロールプレイ〕※ビデオ撮影

【インタビューの基本スキル】
インタビュー実践のポイント
積極的傾聴実践のポイント

・質問スキル ・ペースコントロール
・バーバル ノンバーバルスキル 等

※ケースにより監査結果の未達成状況など
を設定し、ロールプレイ

※ビデオ撮影

・バーバル、ノンバーバルスキル 等
〔ロールプレイ〕積極的傾聴の実践

【インタビューによる内部統制の促進方法】
内部統制状況を把握する質問
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・現場の自己評価を聴く
・現場の取り組みを聴く（午後に継続）



インタビュースキル研修～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

カリキュラムご提案 ※テキストは、ご要望に即しますよう調整してご提供申し上げます。

 【ご参考】テキスト（抜粋）

インタビュー実践のポイント インタビュー実践のポイント インタビュー実践のポイント

※テキストは、ご要望に即しますよう調整してご提供申し上げます。

コミュニケーション

（インタラクティブ）

自分 相手

コンセプチ アルな思考

情報の収集・活用
（インプット）

インタビュ 実践のポイント

 プロセスからの見方
– 情報収集から合意形成まで次のようなコミュニケーション上のスキル

が要求されます。

情報収集

 インタラクティブの効果①：仮説・判断の材料集め
– インタラクティブによって、その後の展開に向けた仮説・判断のため

の材料（リソース＆ヒント）を集めることができます。

インタビュ 実践のポイント

リソース

ヒント

仮説・判断の材料

インタラクティブ

自分 相手

インタラクティブ：仮説・判断の材料の収集

リソース

ヒント

仮説・判断の材料

インタビュ 実践のポイント

 インタラクティブの基本：質問技法
– インタラクティブを通じて、情報収集する際は、幅広く発言をさせる

ＹＥＳ／ＮＯで答えられないオープン型の質問（拡散の実施）を行い
、その後、話を体系的にまとめるために、ＹＥＳ／ＮＯで答えられる
クローズ型の質問（収束の実施）をするようにします。

情報を幅広く収集 考えを 緒にまとめて行く

拡
散
の
質
問

収
束
の
質
問

コミュニケーション

（インタラクティブ）

自分 相手

コンセプチュアルな思考
（スループット）

コミュニケーションによる発信
（アウトプット）

 インタラクディブの実践

発信・交渉

合意形成

 インタラクティブの効果②：優位な展開の基盤作り
– 同時にインタラクティブを通じて、次の展開を意識しながら以下の波

及効果も狙います。

仮説構築・判断

整理・分析

インタラクティブ

◆インタラクティブで狙う波及効果

喚

 ３軸質問の実践
– 次のような軸でオープン型の質問をイメージし、相手の情報や考えを

引き出すようにします。

情報を幅広く収集 考えを一緒にまとめて行く

コミュニケーションの展開順序

ＹＥＳ／ＮＯで答えられない質問
（オープン型の質問）

ＹＥＳ／ＮＯで答えられる質問
（クローズ型の質問）

（質問例）

他に問題や悩みはありませんか
幅を広げる

（質問例）
どういう解決策が考えられますか
どういった行動が必要になりますか

解決策を出すための質問

幅を広げる

11 （ｃ）ヒューマンマネージコンサルティング

 インタラクディブの実践
– ここで注視すべきは、プロセスの過程においてのコミュニケーション

に、インラタクティブが必要になることです。

– このインタラクティブは、情報収集と発信・交渉、合意形成の中心的
なパフォーマンスになります。

※インタラクティブ：双方向

12 （ｃ）ヒューマンマネージコンサルティング

１．興味を喚起する

２．動機づける
３．勇気づける

４．考え方を変えさせる
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（質問例）

なぜ、そのように考えますか

理由を、もう少し詳しく教えてください

原因を掘り下げるための質問

他に問題や悩みはありませんか

他には、どういった業務がありますか

幅を広げる
質問

幅を広げる
質問

インタビュー実践のポイント インタビュー実践のポイント

 情報の非対称性の解消
– 話し合いを進める際、お互いの知識レベルや前提を揃えないと効率的

な展開が期待できません。

– 人の違いで、知識などの持ち具合が異なり、これを非対称性と言いま
す。ヒアリングなど各種コミュニケーションでは、以下のような非対
称性に注意しながらコミュニケーションを展開します。

知識・情報の非対称性

位置付けの非対称性
（今日の目的、追求したい成果・進め方や段階毎のゴール など）

非対称性

 直接対面時のインタラクティブ：聴くデリバリー
– 相手が話すモチベーションを高めるようデリバリー（文言以外の身振

り・手振り）にも注意を払うようにします。

最低限の２つのポイント

イメージの非対称性

イメージの非対称性とは

情報収集演習（１回目）

相手とペアになり（片方がヒアリング者になり）、相手の業務内容（
普段の仕事など）を聴き出し、悩みや問題、ニーズを聴き、自分若し
くは、相手の周囲の協力で解決できそうなことをアドバイスしてあげ
て下さい。

フィードバック

良く出来たところ より改善できるところ
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– これらの非対称性は、コミュニケーションの前半で解消するように努
めます。

– また、どういった点に非対称性が発生しそうかを対話の中で探ること
も必要です。

15 （ｃ）ヒューマンマネージコンサルティング



インタビュースキル研修～内部統制・監査充実のためのコミュニケーション～

講師紹介

ヒューマンマネージコンサルティング㈱ 代表取締役

人材総合コンサルタント 研修トレーナー 眞下 仁（ましもひとし）

都市銀行系クレジットカード会社で法務、財務部門勤務の後、外資系コンサルティン
グファーム、公認会計士系コンサルティングファームで組織・人事系コンサルティング
及び各種研修トレーナーを行う。現在は、組織・人事コンサルタント、マネジメント、思
考スキル コミュニケーション等の研修トレーナーとして活動考スキル、コミュニケーション等の研修トレーナーとして活動。

研修の特徴
学習上の理解のしやすさはもとより、討議や演習を通じた、
「気づき」と「実践への即効性」にも重点を置き、レクチャー

活動分野
＜能力開発系コンサルティング、トレーナー実績＞
問題解決、ファシリテーション、インタビュースキル、プレ 践

に併せて、演習、フィードバック、交流促進により学習効果を
高める手法を展開する。
また、問題解決、戦略思考等研修では、コンサルティングの経
験を活用し、各企業様の戦略やビジネス課題と直結した研修を
行い、演習ケースの多くは、講師がコンサルティングの事例を

、 、 、
ゼンテーション、営業力、交渉力等コミュニケーション・思
考スキル研修トレーナー
リーダーシップ開発・マネジメント研修、考課者トレーニン
グ等 各種階層別研修トレーナー
他、各企業様への能力開発体系の策定、Ｅラーニング導入コ

もとに開発されたものを活用する。ンサルティング・コンテンツ開発等

＜ビジネス系コンサルティング実績＞
経営・事業・マーケティング等戦略立案コンサルティング、
ビジネスプロセス改善コンサルティング、営業力・販売力、

向 グ

日本能率協会公開セミナー
日立技術研修所様（日立グループ全般研修機関）

主な実績企業様
（ワークショップ・ファシリテーション実績含む）

顧客満足向上コンサルティング、組織設計・人事制度構築コ
ンサルティング、コンピテンシーの作成、業績管理手法導入
コンサルティング、ＩＴシステム改善コンサルティング 等

日立技術研修所様（日立グループ全般研修機関）
第一生命保険様
住友スリーエム様
新日鉱ホールディングス様
味の素様
ファミリーマート様

（Ｃ）2011,ヒューマンマネージコンサルティング株式会社6

リ ト様
日本ＩＢＭ様
東京スター銀行様
経済産業省様 等 他多数


